
３１年 国家試験 解答 ４

４種類 ｘ ４種類 ｘ ４種類 = ６４種類

２２ ｘ ２２ ｘ ２２ = ２６ = ６４

２ bit + ２ bit + ２ bit = 6 bit ( = ２６ = ６４ ）



平成２９年 国家試験 解答 ３，４













令和２年 国家試験 解答 ３







平成３０年 国家試験 解答 １





中央処理装置 ＣＰＵ
（Ｃｅｎｔｒａｌ Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ Ｕｎｉｔ）

演算装置、および制御装置。

数億個のFETから成る回路を
含むマイクロプロセッサ



ＣＰＵ

主記憶装置

（内部記憶装置）（ＲＡＭ）

外部記憶装置
Ｈａｒｄ Ｄｉｓｋ

データ

プログラム

データ

プログラム



外部記憶装置

ハードディスク

フロッピーディスク

ＣＤ－ＲＯＭ

ＣＤ－Ｒ、 ＣＤ－ＲＷ

ＭＯディスク （光磁気ディスク）

ＤＶＤ （Ｄｉｇｉｔａｌ Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ Ｄｉｓｋ）

磁気テープ（ ストリーマ ＤＡＴ ）

USBメモリ

内部記憶装置

メモリ（RAM、ROM）



入力装置

キーボード

デジタイザ

タッチパネル

イメージスキャナ

デジタルカメラ 国試によく出る

ＯＭＲ （Ｏｐｔｉｃａｌ Ｍａｒｋ Ｒｅａｄｅｒ） マークシート読み取り装置

ＯＣＲ （Ｏｐｔｉｃａｌ Ｃｈａｒａｃｔｅｒ Ｒｅａｄｅｒ） 文字読み取り装置

バーコードリーダ



平成３０年 国家試験 解答 ３



振幅（縦軸）の入力信号のレンジ（幅）が

０Vから２.５V で、それを ８ビット（２５６段階）に

刻む（量子化する）変換を（AD変換）行う。

（Analog to Digital transform）

2500 mV / 256 ≒ 10 mV



AD変換（アナログからデジタルに変換する）

データは、とびとびの値（ ガタガタ、ギザギザの値 ）になる。（量子化）

振幅（縦軸）と時間（横軸）の量子化の粗さはサンプリング間隔で決まる。





５０Hz（ヘルツ： 周波数の単位）の信号とは、

１秒間に５０個の振動（１波長）がある信号。

１秒間に５０回振動する波の信号は５０Hz

（１波長は １／５０ ＝ ０．０２ 秒）



AD変換のサンプリング定理

アナログ波形を崩さずにデジタル信号に量子化するためには

波形の半波長より短いサンプリング間隔にしなければいけない。

波長を８分割したサンプリング
（信号の８倍の周波数での
サンプリング）

かなりアナログ波形の形状を
保った量子化ができている。

波長を４分割したサンプリング
（信号の４倍の周波数での
サンプリング）

アナログ波形の波長はわかるが、
形状があまり保たれていない
量子化がされている。



波長を２分割したサンプリング
（信号の２倍の周波数での
サンプリング）

アナログ波形の波長はわかるが、
形状が保たれていない量子化が
行われている。

半波長をこえたサンプリングでは
（信号の２倍より低い周波数での
サンプリング）
アナログ波形の波長も、形状も
わからない量子化がされている。

最低でも、もとの信号の波長、周波数が判る量子化をしないと、

デジタル変換の意味が無い。

ＡＤ変換のサンプリング間隔は、データ波長の半分以下の時間にする

（データ周波数の２倍以上の周波数でサンプリングする）。



令和３年 国家試験 解答 ４

GPU（Graphic Processing Unit）
パソコンのグラフィック機能を上げる部品、装置。

BIOS（Basic Input Output System）
パソコンの電源を入れた直後に作動するプログラム。
パソコンのメモリやCPU等の異常の有無をチェックし、
WindowsなどのOSを起動させる。



DHCP（ Dynamic Host Configuration Protocol）

パソコンや携帯でインターネットを利用するとき、
その端末は、必ず、世界中のどの端末とも重複しない
IPアドレスを使ってインターネット回線と繋がっているが
我々ユーザーがIPアドレスを設定する作業はしない。

携帯やネットを契約している会社が、ユーザーがネットを
利用するたびに、適切なIPアドレスを自動的に設定する
システムがDHCP。

IPアドレスの数は有限なので、空いているアドレスを
契約している各ユーザーに使い回している。



令和２年 国家試験 解答 ２



IEEE 1394

アップルが提唱した、コンピュータ
やAV機器を接続する高速シリアル
バス規格。

現在は、コンピュータと周辺機器
を接続するシリアルバス規格は
USB（USB2,USB3）が普及して
いるが、

２０年ほど前までは、RS 232C,

１０年ほど前までは、IEEE1394

という規格のコネクタ、バス規格
が搭載されたパソコンが多かった。

RS 232C

IEEE 1394



第19回 第1種ME試験問題

Redundant ： くどい、繰返しの多い、冗長な
Array : 配列
Inexpensive : 手頃な、安価な

パソコン、サーバ等にて、複数台のハードディスクを
組み合わせて仮想的な1台のディスクとして運用し、
保存データの冗長性を向上させる技術。
特殊な装置を使わず、汎用のディスクで信頼性や高
速化の向上を実現する。



RAID （レイド） の種類

RAID 0 ストライピング （信頼性は向上しない）
ハードディスクのデータ転送を高速化する方法。
複数のディスクに同時並行にデータ転送を行う。

RAID 1      ミラーリング （高速化はしない）
２台のハードディスクに同じデータを保存し、冗長性を向上
させて耐障害性を高める。欠点は保存データ量が半減する。

RAID 10 RAID 0 と RAID 1 を組合わせたもの

RAID ５ パリティー生成 （高速化、信頼性向上）
データからパリティー（誤り訂正符号）を生成しデータとともに
複数のディスクに分散して記録する。
どれか1つドライブが破損しても、パリティー内の情報から
データ復旧が可能。保存データ量も RAID 1 より多くなる。











平成３０年 国家試験 解答 2



平成２１年 国試模擬試験 解答 ４

ＭＥ機器から漏れる３種類の電流（漏電）

１．電極（装着部）からの漏れ電流 （患者漏れ電流Ⅰ）

２．装置のケースからの漏れ電流 （外装漏れ電流 ）

３．アース電極からの漏れ電流 （接地漏れ電流）



平成２３年 国家試験 解答 ２



患者漏れ電流Ⅰ は、危険電流の １０％ 以下。

故障時は、危険電流の ５０％ まで許容されている。

外装漏れ電流 は、心臓には流れないので、

すべてのＭＥ機器で ＢＦ形の患者漏れ電流と同じ。

接地漏れ電流 は すべてのＭＥ機器で

０．５ mA 以下。 （故障時は １．０ mA 以下）



２７年国家試験 解答 ２



平成２５年 国家試験 解答 ３



病院電気設備の安全基準で定められている
瞬時特別非常電源の立ち上がり時間は ０.５秒

立ち上がり時間
(電圧確率時間)

連続運転可
能な最小時間

用途・適応

一般非常電源
40秒以内に自家
発電設備が電圧
を確立

10時間以上
重要ME機器・
照明

特別非常電源
10秒以内に自家
発電設備が電圧
を確立

10時間以上
生命維持
装置

瞬時特別非常
電源

0.5秒以内に
蓄電池設備が
電圧を確立

10分以上 手術灯









３１年国家試験 解答 ４
























